
「バイアスピリン内服患者における腹腔鏡下手術の安全性に関する研究」について 

 

 

 ・研究目的 

バイアスピリン内服継続下に腎細胞癌、腎盂尿管がんの診断にて腹腔鏡下腎摘除術・腹腔鏡下腎尿

管全摘除術を施行された患者さんについての安全性を検討することを目的としています。 

 ・研究の対象となる方 

2014年 4月 1日から 2020年 3月 31日の間に当科で上記疾患に対し腹腔鏡下手術による治療を

行った患者さんです。 

 ・研究の方法 

患者さんの手術前後の情報をカルテから収集し、手術成績を検討します。 

 


